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概要 
言語の仕組み，それを用いたコミュニケーショ

ンの仕組みを計算機が扱える正確さで解明する

という理論的研究と，それによって情報検索，機

械翻訳，マンマシンインタフェース等をより高度

なものとし，人間の活動を支援するという工学的

研究を有機的に結合させながら展開している．本

稿では本年度の主たる研究成果を報告する． 
 
1 はじめに 
 豊富な計算機資源に支えられ，大規模なテキス

ト，画像，動画像コンテンツが蓄積されつつある．

これらは，時空間をこえた情報・知識の伝達，創

造を可能にする潜在能力があるが，現状では，こ

れらを人間が有効に活用することや，人間同士の

コミュニケーションの中に導入していくことは

きわめて困難である．むしろ，情報洪水の中で，

必要とする情報にたどり着くことすら難しいと

いう状況である． 
このような問題の根本解決のためには，コンテ

ンツの中核である言語情報を計算機により深く

理解させること，すなわち，より知的な言語情報

処理基盤の確立が必要である．また，人と人，人

と計算機のコミュニケーションにおいては，言語

が基盤的役割をはたすものの，それを円滑で自然

なものにするために多くの要素が関与しており，

それらを人間の認知的な視点からモデル化する

必要がある． 
我々は，このような問題意識のもとに，言語情

報処理の基盤技術の確立と，実践的アプリケーシ

ョンへの適用，さらに，コミュニケーションのモ

デル化と，それに基づくコミュニケーション支援

システムの構築を行っている．  
 
2 超大規模コーパスからの常識の獲得 
 計算機による言語処理を高度化するためには，

計算機に常識・世界知識を与える必要がある．

我々はこれまでに，新聞記事 20 年分，約 2 千万

文を構文解析し，そこから確からしい述語項関係

のみを取り出して，漸進的にクラスタリングを行

うことにより，各用言の各用法の格フレーム（述

語項構造のパターン）を自動構築する方法を開発

してきた． 
本年度は，この枠組みのさらなる改良を進める

とともに，クラスター計算機を用いて web から収

集した超大規模コーパス，約 5億文を構文解析し，

格フレーム化した．新聞コーパスでは政治・経済

にドメインが片寄っており，構築される格フレー

ムにも片寄りがあったが，web コーパスによって

広範囲の言語現象を収集することができ，常識と

いえるレベルの格フレームの獲得が可能となっ

た．例えば「クロールで泳ぐ」「望遠鏡で見る」

などのパターンも学習され，これによって「クロ

ールで泳ぐ彼女を見た」と「望遠鏡で泳ぐ彼女を

見た」（言語と常識の関係を示す古典的例文）の

構文解析なども正確に行うことが可能となった． 
ここで構築した格フレームは，あらゆる言語処

理の基盤となるものであり，構文解析の高度化だ

けでなく，複合名詞句の解析，格・省略解析，言

い換えパターンの自動学習などに利用している． 
 
3 テキストの自動プレゼンテーション 
人間は会話を通して知識を交換・創造している．

一方，我々が知識を整理し蓄積するのはテキスト

であり，「会話」という形式との間にギャップが

ある．このギャップを解消するために，テキスト

を話し言葉調の自動ナレーションに変換し，同時

に，テキストの文章構造を抽出して自動要約スラ

イドを作成し，これによって，テキストの自動プ

レゼンテーションを実現した． 
書き言葉話し言葉変換については，技術的には，

文法規則に基づく「だ・である調」から「です・

ます調」への変換，複合名詞の格解析に基づく展

開，web からの書き言葉コーパス，話し言葉コー

パスの自動学習と，それに基づく書き言葉特有語

彙の抽出，国語辞典と大規模格フレームに基づく

用言句の平易化などを統合して用いている．これ

により，例えば次のような言い換え処理が実現さ 



 
図１．テキストの自動プレゼンテーション 

 
れている． 

(1) 液状化が生じず ⇒ 液状化しないで 
(2) 甚大な被害 ⇒ 大きな被害 
(3) 被害者の避難場所 ⇒ 被災した人の非難する

場所 
(4) 災害発生後の疾病による死者 ⇒ 災害が発生

した後の病気による死者 
(5) 精神科医による専門対応を行った ⇒ 精神科

医による専門的な対応を行いました 
自動要約スライド作成は，各文の主題を取り出

し，さらに文間の主題連鎖，並列，対比，例示な

どの関係を解析して文章の談話構造を求め，これ

らの情報に基づいてタイトル，インデントなどを

制御してスライドを生成する． 
この技術を地震防災などの社会技術研究に適

用し，人間の会話を通した知識プロセスを支援す

る研究に発展させている．  
 
4 言語情報と映像情報の統合的理解 
計算機環境の進歩により大量の映像が蓄積さ

れはじめたが，現在のところ映像のインデックス

付けは手動であり，大量映像の有効利用は難しい

状況にある．人にものを教える映像，特に料理番

組を対象として，言語情報（登場人物の発話やナ 
レーション）と映像情報を統合的に解析し，どの

ような物体・動作が映っているかを検出し，これ

によって映像の自動インデックス付け，自動要約

などを実現しようとしている． 
言語情報は，現在のところ音声認識で獲得するこ

とは難しいことから，映像と同時に配信されてい

るクローズドキャプションを用いている．クロー

ズドキャプションでは，言い淀み，言い直しなど

が若干修正されているものの，基本的には登場人

物の発話がそのまま書きおこされている． 

図２．言語と映像からの物体モデルの学習 
 
今年度は，言語と映像をリンクする取り掛かり

として，映像中の食材の認識を課題とした．映像

中の物体の認識は，モデルの強い作り込みを行な

わなければならず，一般的にはきわめて難しい課

題とされていた．一方，言語の解析からみると，

話し言葉で多用される省略の復元が重要な課題

であるが，現場の共有を前提とする発話中の省略

を言語情報だけで解析することは困難であり，ま

た不適切な問題設定であるともいえる． 
このような問題を解決するために，映像から，

物体を説明（導入）する発話と画像を抽出し，こ

れによって物体の画像モデルと名前を同時に，教

師無しで学習し，このモデルを用いて物体認識と

省略解析を行う方法を考案した．物体の説明発話

は，談話構造，発話タイプの解析結果等から絞り

こみ，これと画像特徴量から抽出したアップ画像

を大量に対応付けることにより，色，形状の学習

を行った．今後は，この関係付けを，人の動作や，

時々刻々変化する食材・料理状態の追跡などに発

展させていく予定である． 
 
5 確率的用例ベース翻訳の定式化と実現 
利用可能な対訳コーパスの増大に伴い，用例ベ

ース翻訳，統計ベース翻訳などのデータに基づく

機械翻訳の研究が活発にすすめられている． 
用例ベース翻訳の基本的なアイデアは，入力文

の各部分に対して類似している用例を選択し，そ

れらを組み合わせて翻訳を行うことである．この

とき，入力文との一致が大きければ大きいほど良

い用例である，すなわち，広い文脈を考慮するよ

り正確な翻訳がえられると考えられる．ところが，

これまでの用例翻訳では，この「良さ」を正確に
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# 174 そうしたら トマト 。【 作業 ： 大 】 << 初期化 >> 
# 175 トマト は ザク 切 りはどれを 使 おうか 。 
   【 食品 ・ 道具提示 】 << 焦点主題連鎖 : 174 >> 

# 176 大 きさは ピーマン とそろえる 
んです 。【 留意事項 】 << 詳細 
化 : 175 >> 

# 178 トマト がきれいに 切 れて 
ます 。【 料理状態 】 << 

詳細化 : 177 >> 

# 177 [ トマト の ] ヘタ は 取 らないと 。【 留 
意事項 】 << 詳細化 : 175 >> 

トマト 

# 195 そうこうしているうちにいい 感 じに 。【 作 
業 : 大 】 << 初期化 >> 



定式化しておらず，これが統計ベース翻訳に比べ

て不透明でアドホックであるという批判を受け

る原因であり，また実際に翻訳システムを構築，

最適化する際の障害であった． 
この問題を解決するために，用例ベース翻訳の

確率論的定式化を行った．すなわち，統計ベース

翻訳のように語や句の一定の小さな単位だけを

考えるのではなく，文全体までのあらゆるサイズ

を対象とし，それらが対訳コーパスの中でどのよ

うな確率で翻訳されるかを計算する．当然，大き

なサイズの表現は安定した翻訳が与えられてい

て大きな翻訳確率を持つ．したがって，入力文に

対して翻訳確率が高い用例への分割，翻訳を求め

ることで，自然と，用例のサイズを「良さ」とし

た用例選択が可能となる． 
この方式を旅行対話翻訳，特許翻訳などで実験

し，有効性を確認している．また，旅行対話翻訳

では，国際的評価型ワークショップにおいて上位

の成績をおさめており，特許翻訳においては，翻

訳専門家が利用できる翻訳支援システムへの適

用をすすめている． 
 

共感的視点

何を見ている
んだろう？
何を見ている
んだろう？

 

R AEU U EA

OR OV

ユーザの内面空間

現実空間／主体空間

仮想空間／対象空間

エージェントの内面空間

 
 

図３．人間-コンピュータ間インタラクションに 

おけるユーザインボルブメント 

 
6 人間-コンピュータ間インタラクションにおけ

るユーザインボルブメント 
 人間がコンピュータのディスプレイ内の仮想

世界やロボットとのコミュニケーション，またコ

ンピュータが媒介するコミュニティなどに自ら

進んで関わったり，もしくは無意識的に没入して

いく認知的なあり方を「ユーザインボルブメン

ト」として捉え，認知科学的な観点から理論化と

検証を行った．特に，人間が他者の認知空間にア

クセスする際，他者への＜共感(empathy)＞を通

じて，相手の認知的視点を獲得し，その他者を認

知主体として承認するという仮説を提出し，その

「共感チャネル」を人間-コンピュータ間インタラ

クション環境のデザインにおいてどのような形

で実現するべきかを検討した（図３）． 
 
7 振る舞いの冗長性を用いてジョイント・

アテンションを確立する聞き手ロボット 
 カメラなどの人工物に対して説明を行う場面

における人間の話し手の心理的負担の軽減を目

的として，聞き手として自然な振る舞いをする聞

き手ロボットの構築を行った．特に，この聞き手

ロボットとのコミュニケーションを自然なもの

にするため，ジョイント・アテンションと呼ばれ

る現象に注目し，これを利用した．また，注目を

表す振る舞いの意図性の認識・表現に，振る舞い

の冗長性を利用することを提案した． 
さらに，その枠組みをもとに，ジョイント・ア

テンション，振る舞いの冗長性の認識・表現，コ

ミュニケーションのモードによる振る舞いの変

化という 3 つの要素を提案した．その各要素をヒ

ューマノイド・ロボットである Robovie に実装し，

家具の組み立ての説明におけるコミュニケーシ

ョンを題材とした評価実験を行い，有効性を確認

した（図４）． 
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図４．振る舞いの冗長性を用いてジョイント・ 

アテンションを確立する聞き手ロボット 

 
8 円滑なショット遷移を可能にする映像コ

ンテンツ制作支援 
視聴者の認知的な負荷を軽減することで視聴

者を引き込むような映像コンテンツを低コスト

で制作するための支援を目的とし，円滑なショッ

ト遷移を可能にするコンテンツ制作支援システ

ムを構築した． 
テレビ番組は，視聴者に見やすくわかりやすい

映像コンテンツであるが，それは，テレビ番組な

ど映像コンテンツを配信するプロのメディアに

映像技法などのノウハウがあるからであると考

えられる．そうしたノウハウを映像コンテンツ制

作の過程に利用することを考える．そのために，



映像技法を検討し，視聴者の映像理解の観点から

分類した．一方で，認知科学的な観点から，映像

コンテンツに要求されるものについても検討を

行い，その上で実際のテレビ番組を分析し，提案

手法の有効性を実証した．最後に，仮説検証から

得られる定型を映像コンテンツ制作支援システ

ムに実装し評価実験を行った（図５）． 
 

  
 

図５．円滑なショット遷移を可能にする 

映像コンテンツ制作支援の概要 

 
9 情報の空間化による知識編集環境 
人間の知的活動を支えるシステムとその作業

環境の双方を考慮した知識編集環境の方法論を

提案した．特に，新たな情報を入手する＜情報獲

得＞，新情報に適切な表示を与えて管理する＜情

報管理＞，新情報と既存の情報を関連付ける＜情

報編集＞という 3つのフェーズが一つのサイクル

として知識形成プロセスとなっていることを主

張し，その知識形成プロセスに沿って，どのよう

な要件が知識編集システムやユーザサポートに

求められるかを検討した． 
具体的には，閉じた知識としてのマニュアル情

報の空間整理実験と，人手によるカード配置実験

の分析結果を元に，情報配置の傾向に合わせた情

報配置支援，ユーザの主観評価による重要度の導

入，時間的アクセスの支援，3 次元ユニットによ

る情報表現支援など，それぞれのフェーズにおけ

る知識編集支援の提案を行った（図６）． 
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図６．情報の空間化による知識編集環境 
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